
1  救助出場状況

　なお、前年との比較は第１表のとおりである。 98%

 

2  救助活動状況

　救助活動人員は延べ１３５０人で、救助活動を行った車両は延べ４０３台となってい
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第１表　救助出場・活動状況の前年との比較

　※　出場件数とは、救助隊が出場した件数を示し、救助活動件数とは、出場件数のうち

　　消防機関が何らかの救助活動を行った件数を示す。　　

（　）は救助活動件数・▲は減少を示す
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3  救助人員状況

100%

第３表　救助活動を行った車両

水難事故１人（１％）、その他の事故６人（６％）となっている。（第４図）
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4  過去５年間の救助出場件数及び救助人員の推移

第４表　過去５年間の事故別救助出場件数及び救助人員状況

  過去５年間の救助出場件数及び救助人員の推移は第５図・第４表のとおりである。
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